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拠 点 色 拠点のイメージ 

生活拠点 
 ○買い物，公共サービスなど，

日常生活に必要な施設を集
める拠点 

子育て・教育の拠点  
○保育施設，学校，子育て支

援施設など，子育てや教育
に必要な施設を集める拠点 

医療・福祉の拠点  

○医療施設，介護施設，高齢
者施設など，健康づくりや
⻑寿を支える施設を集める
拠点 

魅力を発信する拠点  
○観光や交流など，地域の魅

力を生かして来訪者を迎え
る施設を集める拠点 

交通のハブとなる拠点  
○バスやタクシーなどの公共

交通を利用しやすくし，交
通のハブとなる拠点 

地域資源の現状と今後
の未来予想等が記入し
てあります。 

問題・課題の現状と今後
の改善点等が記入してあ
ります。 

 
 

拠点の場所(名称) 設定した理由 さらに良くする方法や活用の提案 
 
 
 
 
 

  

 

拠点設定シート【生活拠点】 

■拠点設定シート 

「生活拠点」、「子育て・教育の拠点」、「医
療・福祉の拠点」、「魅力を発信する拠
点」、「交通のハブとなる拠点」の５種類
の拠点にしたい場所と理由、活用の提案
が記入してあります。 

■地域資源カード ■問題・課題カード 

Administrator
タイプライターテキスト
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①⽯下⻄地区 

項  目 意見の概要 
お住いの地域の暮らし
やすさ、暮らしにくさ 

○暮らしにくさ 
・防犯カメラが少ない、⼩学校までの距離が⻑い、電⾞が不便、⾞が

ないと移動ができない、坂が多い（岡田地区）、狭い道路が多く大
型⾞も入れない地域もあることなど。 

・外国人市⺠の⽅が増加しているが、自治会に入らずコミュニティ
が希薄化している。 

・通学路に歩道がないところも多く、子どもたちは大型⾞の脇を通
学している。 

○暮らしやすさ 
・自動⾞があれば困らない生活しやすいこと。 
・自治会と消防団の連携ができている。 
・運動公園周辺に生活施設が充実している。 
・守谷、つくばなどへの距離が適度であること 
・外国人市⺠が増加している（国際交流としてはよい）。 

10 年後の地域の姿や課
題 

○防犯上のセキュリティの充実が必要。 
○外国人市⺠が多いので国際交流を盛んに、公共交通の充実、⼩中学校

の合併が進むのでコンパクトな地域にして欲しい。 
○バスが走っている地域であって欲しい。 

これからのまちづくり
に活用すべき資源 

○農地、公共施設や公有地の活用。 
○石下総合運動公園周辺、直売所、地域文化やお祭りの継承。 
○外国人市⺠が増えていることを強みにして欲しい。 

 
じょうそう地域マップ
の作成と拠点の設定 

○地域資源としては、石下総合運動公園、さらにその周辺にあるホーム
ジョイ本田等の商業施設。 

○岡田地区は近年開通した高崎坂東線と土浦境線の交差する、ウェル
シア薬局等の商業施設がある。 

○リスカの本社があるということが一番の誇り。 
○課題としては医療施設。現在飯沼地区にあるのがいとう医院。坂東市

寄りで、岡田地区からは離れており、下妻や八千代など坂東の医療機
関に行ってしまう。 

○子育て世代からの意見としては、公園はあるが遊具が古い。また施設
利用には許可が必要で、自由に遊ばせる場所がないということが今
後の課題。 

○課題も多いが飯沼地区は石下総合運動公園を中心に、岡田地区は高
崎坂東線のバイパス沿いを中心に、20 年後にはもっといろいろな施
設ができ、生活がしやすい地域になるのではないかと思う。 
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②⽯下東地区 

項  目 意見の概要 
お住いの地域の暮らし
やすさ、暮らしにくさ 

○利用できる公共交通機関の選択肢を増やすことが必要。 
○防犯の不安。街灯管理が場所によって異なる。設置者も市と自治体管

理が異なっている。 
10 年後の地域の姿や課
題 

○農業盛んだが、担い手少なくなっている。農業体験で人を呼ぶことが
できないか。空いている農地を活用すると良い。 

○教育施設の統廃合が進むので、通学時間の増加が問題になる。今後Ｐ
ＴＡの継続も難しくなる。医療も問題である。 

○防災の面では、水害があり東地区で被害を受けた家も多い。最近、常
総市に住んだ⽅にも災害時の対応を周知する必要がある。水害に対
応することは地区にとって重要である。 

これからのまちづくり
に活用すべき資源 

○農業、既存の常総線、ふるさと納税などの外部資金の活用が必要。 
○空き地などの有効活用が必要。 

 
じょうそう地域マップ
の作成と拠点の設定 

○議論になったのは、20 年後にどのような都市開発ができるかという
こと。ポイントになるのが、石下地区から豊田地区までのエリア。こ
のエリアを中心に開発を進めることで、今住んでいる住⺠の生活利
便性や子育てを良くし、さらに外から入ってくる人たちの魅力にも
なるのではないかと考えた。 

○具体的には⻤怒川サイクリングロードや石下城、八間堀にあるサク
ラ並木を活用することで、外からの流入者、定住者を増やすことがで
きるのではないか、という議論があった。 

○農地が多い地区だが、今後農業者が減少するという予想の中、それを
維持していくための施策。観光農園等の収益化につながるようなも
の、移住プロジェクト等に繋げて、住むところと観光地、一時的に農
業をやって下さる⽅、といったビジョンで、この地区を活性化できれ
ばと考えている。 
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③⽔海道北⻄地区 

項  目 意見の概要 
お住いの地域の暮らし
やすさ、暮らしにくさ 

○暮らしにくさに関する意見が多かった。暮らしやすさに関すること
では、市内の中心の近いということ。 

○暮らしにくさについては、買物や食事の場所が少ない、子どもが地域
にない、通学路が危険、⾞社会なので交通の便が不便ということな
ど。 

○大花羽⼩学校、菅原⼩学校が統合するということで、スクールガード
をやめる人も出ている。世代間の交流機会にもなっていたが、交流機
会が少なくなった。 

10 年後の地域の姿や課
題 

○地域の姿としては、高齢化や少子化の進行、地域活動の減少などが考
えられる。それを可視化して地域づくりに繋げる必要がある。 

○子育てしやすい環境、遊べる場所、高齢者の移動手段、孤立対策が必
要。 

○スクールガードに関連するが、世代間交流の機会として、地域が子ど
もの教育に参加する形が必要。 

これからのまちづくり
に活用すべき資源 

○⼩中学校の跡地、空き家空き地の活用、神社などを活用した地域の集
まる場所づくり。 

○地域の企業との連携によるまちづくり。 
○移動販売の充実。 

 
じょうそう地域マップ
の作成と拠点の設定 

○今の資源は、川沿いなのでサイクリングロードや、弘経寺や坂野家な
どの文化的な施設がたくさんある。また工業団地もある。 

○将来的には、南北の都市計画道路ができれば守谷市と繋がり、豊岡の
⻄側に生活拠点や福祉施設等が集中することによって、１カ所で何
でもできるという観点で、このあたりに集中させる。 

○学校も、将来的には少子高齢化で人口が減るため、１箇所に集約す
る。 

○工業団地があるので、こういったところにスマートインターを作っ
ていただく。 

○今電気料金が高く、将来的にはＩＯＴ時代で電力が不足していく。例
えば大花羽⼩学校跡地には今何もない。そういったところに⼩規模
な発電施設など地産地消のエネルギーを作り、全国のモデル都市に
なる。 

○工業団地も住宅もあって魅力的なところ。色々検討して頂ければと
思う。 
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④⽔海道北東地区 

項  目 意見の概要 
お住いの地域の暮らし
やすさ、暮らしにくさ 

○鉄道駅が２か所ある。バスなどの交通の選択肢も増えた。 
○店はないが⾞があれば不便はない。逆にいうと⾞がないと不便。 
○道路に照明がないので危険である。 
○アグリサイエンスバレーで、働くところができたが、居住する家が増

えるかは難しい地域。 
○子どもや地域の人が減少しているが、地域の力は強い。資源回収も地

域で実施しており力を合わせている。 
○水害による影響の他、人口減少が進んでいる。⻤怒中がなくなるので

通学が困る。通学バスが欲しい。 
10 年後の地域の姿や課
題 

○人口が減少し防災力に支障がでるのではないか。雇用の確保や子ど
もたちが住みやすいようにしたい。 

○学校が遠くなったことで、子どものいる世帯が学校の近くを好み、家
を継ぐのを躊躇する人も出るかもしれない。 

○アグリサイエンスバレーの効果については、未知数である。 
○子どもたちが住みやすいところになって欲しいが、新たに家ができ

なくなるのではないか。教育施設の統廃合の対策ができていない。 
○通学バスの確保や、空き家の活用などに対する助成が必要。 

これからのまちづくり
に活用すべき資源 

○駅が北東部だけでも２つあるので利用できれば良い。 
○道路の活用を考える必要がある。 

 
じょうそう地域マップ
の作成と拠点の設定 

○観光資源としてサイクリングロード、吉野公園。新しく道の駅もで
き、外から人を呼べる資源が整っている。 

○問題は人口減少、学校がなくなるということ。 
○人口増加が必要。道の駅で雇用が生まれるので、働く人に定住しても

らい、子育てをしていただきたい。 
○この地域では現在、生活が完結できない。商業施設や総合病院もな

い。他市や他の地域に行く⽅もたくさんいる。その為にも、商業施設
を作り、人が住めるところを作る。人がたくさん住めば、学校も医療
施設もできる。人口が減っていく要素しかない。学校がない所には人
は来ない。とりあえず、人が住める施設をつくっていただきたい。 
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⑤⽔海道南⻄地区 

項  目 意見の概要 
お住いの地域の暮らし
やすさ、暮らしにくさ 

○暮らしにくさに関する意見が多かった。暮らしやすさとしては静か、
公園、自然が豊かなこと。 

○内守谷地区があり子どもが多い。あすなろの里，きぬ総合公園，巣立
山公園などの施設が豊かである。 

○高齢者は暮らしにくさを感じるのではないか。店が少ない、道が狭
い、暗いことなどが暮らしにくい点。 

10 年後の地域の姿や課
題 

○⼩学校の統廃合、施設老朽化、少子化、消防団の活動などが課題にな
る。 

これからのまちづくり
に活用すべき資源 

○広域連携、空き家、廃校の活用、高齢者の活用を進める必要がある。 
○あすなろの里のリニューアルや巣立山公園の活用も望まれる。 

 
じょうそう地域マップ
の作成と拠点の設定 

○他の地区と同じように高齢化が進んでおり、絹⻄⼩の一年生も 40 人
弱と少なくなってきている。若い人が少なくなっていることが問題。 

○一言主神社やあすなろの里など、良い所はたくさんあるが、私達とし
ては拠点が見つからなかった。買い物するところも少なくなり、文房
具などを買えるところが欲しいという意見が出た。 

○工業団地もあって働きやすいが、課題として、⻄幹線の発展や内守谷
のインフラが整備されればよい。 

 
  



10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  



11 

⑥⽔海道南東地区 

項  目 意見の概要 
お住いの地域の暮らし
やすさ、暮らしにくさ 

○不満はあまりなかった。お店が少なくなっているという問題はある。 
○⼩学校が近く、子どもたちが歩きで学校に通える点は良い。 

10 年後の地域の姿や課
題 

○石下駅周辺の開発も予定されているので、10 年後には水海道駅の開
発もできればと思う。 

○統廃合で水海道⼩学校に集まるということも聞いているので、通い
やすくなるように移転の検討を期待したい。 

これからのまちづくり
に活用すべき資源 

○人を大切にして、外国人市⺠との交流や子どもたちの教育に力を入
れる。 

 
じょうそう地域マップ
の作成と拠点の設定 

○周辺にお店が集まっており、地域資源も豊富で困ったことや課題も
あまり上がらなかった。だが、大生地区には地域資源が少なく、移動
手段もあまりないので、コミュニティバスなどで移動手段の確保が
今後できればいいのではないかと思う。 
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【第１回、第２回市⺠ワーキングのまとめ】 

地 区 じょうそう地域マップのまとめ 拠点形成のイメージ 

⽯下⻄ 
○石下総合運動公園を中心に生活支援施設が集

積。県道高崎坂東線の供用により、岡田地区への
集積も期待されている。 

■連携型 
（石下運動公園周辺、岡田地区） 

⽯下東 

○一定の生活利便施設を有しており、子育て環境
や生活利便性の向上など、さらなる魅力づけが
期待される一⽅で、営農者の減少が懸念されて
いる。 

■集約型 
（石下市街地） 

⽔海道北⻄ 
○⻄幹線の整備とともに、人口減少の中で集約化

された拠点形成や地域資源の活用が望まれてい
る。 

■連携型 
（豊岡市街地⻄部、大生郷工業

団地南部等） 

⽔海道北東 
○人口減少や廃校による影響が懸念されている。

道の駅の開業を契機として、定住できる環境づ
くりが求められている。 

■連携型 
（道の駅周辺、三妻駅周辺、吉野

公園周辺） 

⽔海道南⻄ 
○内守谷地区以外で拠点となり得る場所がないこ

とが指摘され、⻄幹線の整備に合わせた拠点形
成、地域資源活用が求められている。 

■連携型 
（内守谷地区、あすなろの里周

辺、⻄幹線沿道等） 

⽔海道南東 
○市街地については、生活利便施設が集積してお

り利便性は高いものの、周辺地区の利便性確保
が求められている。 

■集約型 
（水海道市街地） 

 



 
【参考−改定の考え⽅】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




